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防災気象情報（気象関係）

令和８年度防災気象情報等に関する説明会

令和８年4月
沖縄気象台予報課

1. 特別警報・警報・注意報

2. 防災気象情報の流れと防災対応

3. 防災気象情報



➢ 特別警報・警報・注意報の種類、発表基準

1．特別警報・警報・注意報
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特別警報
重大な災害の起こるおそれが
著しく大きい場合に発表

警報
重大な災害の起こるおそれが
ある場合に発表

注意報
災害の起こるおそれがある場
合に発表

※大雨特別警報の位置づけ
大雨特別警報は、避難指示に相当する気象状況の次元をはるかに超えるような現象をターゲット
に発表するもので、発表時には何らかの災害がすでに発生している可能性が極めて高い。

特別警報・警報・注意報とは

都道府県や市町村等の自治体や国の防災関係機関が適切な防災対応

をとることができるよう、また、住民の自主避難の判断に資するよう、発生の

おそれがある気象等災害の重大さ等に応じて、特別警報・警報・注意報を

発表します。
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• ○印は発表対象の気象警報等を示しています。
• 土砂災害警戒情報とは、大雨警報（土砂災害）発表中に土砂災害発生の危険度が更に高まった市町

村に対し警戒を呼びかける情報で、沖縄県と共同で発表します。

気象警報等の種類

大雨

暴風 高潮 波浪 洪水 雷 乾燥 濃霧 低温 霜
（土砂災害） （浸水害）

特別警報   ○ ○ ○ ○ ○

警報 ○ ○ ○ ○ ○ ○

注意報 ○ ○
（強風）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

台風等を要因雨を要因

特別警報のあるもの 特別警報のないもの
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気象警報等の種類

土砂災害警戒情報



※大雪の特別警報は除いた

台風を要因とする特別警報
➢ 指標となる中心気圧又は最大風速を保ったまま、中心が接近・通過すると予想
される地域（予報円がかかる地域）における、暴風・高潮・波浪の警報を、特
別警報として発表します。

➢ 沖縄地方では、中心気圧910hPa以下、又は最大風速60m/s以上

台風を要因とする特別警報
➢ 指標となる中心気圧又は最大風速を保ったまま、中心が接近・通過すると予想
される地域（予報円がかかる地域）における、暴風・高潮・波浪の警報を、特
別警報として発表します。

➢ 沖縄地方では、中心気圧910hPa以下、又は最大風速60m/s以上
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気象等に関する特別警報の発表基準

※



➢ 防災気象情報の流れと防災対応（大雨、台風）

➢ 警報注意報等の発表のタイミング

2．防災気象情報の流れと防災対応
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防災気象情報の流れと防災対応（大雨）



防災気象情報の流れと防災対応（台風）
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➢ 防災気象情報の流れと防災対応（大雨、台風）

➢ 警報注意報等の発表のタイミング

2．防災気象情報と防災対応
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[高]の場合：警報を発表中又は警報を発表するよ
うな現象発生の可能性が高い状況を表しています。

翌日まで
・天気予報と
合わせて発表
・時間帯を区
切って表示

[中]の場合：夕方の時点で、必ずしも可能性は高くない
ものの、翌日朝から3日先まで暴風となる可能性があるこ
とを表しています。

気象庁HPでの表示例

この期間に、[高]又は[中]
がある場合には、数日先の
警報級の可能性を把握する
ことができる。

早期注意情報（警報級の可能性）

➢ 警報級の現象が5日先までに予想されているときには、その可能性を
［高］［中］の2段階で発表。

➢ 警報級の現象は、ひとたび発生すると命に危険が及ぶなど社会的影響が
大きいため、可能性が高いことを表す［高］だけでなく、可能性は高くはな
いが一定程度認められることを表す［中］も発表。

2日先～5日先まで
・週間天気予報と
合わせて発表
・日単位で表示

令和8年5月29日から変わります。



明日昼前（9～12時）から暴風となる見込み
→暴風となる約6時間前の明日明け方（3～6時）
に暴風警報を発表します。

暴風警報に切り替える可能性の
高い「強風注意報」は、このように
表示されます。

気象庁HPでのイメージ

警報・注意報（発表状況・今後の推移）

現在の発表状況、量的予想、いつから危険度が高まるか確認でき、早めの
防災対応につなげることができます。
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令和8年5月29日から変わります。



暴風警報

発表０時 ３時 ６時 ９時 １２時 １５時 １８時 ２１時 ０時

未明 明け方 朝 昼前 昼過ぎ 夕方
夜の

はじめ頃
夜遅く

強風期間 暴風期間

暴風となる3～6時間前に発表します。

※朝（６～９時）に暴風警報を発表する場合は、通勤・通学を考慮
し、早め（６時過ぎ）に発表するように努めます。

＜暴風警報の例＞

短時間に激しく降る大雨については、ある程度の予報精度を確保
するため、現象発生の2～3時間前に発表します。

• 気象情報等で早めに大雨の可能性について把握しておくことが大切です。

ただし、大雨警報・洪水警報等の場合は、

警報・注意報の発表タイミング①

防災対応が可能な時間的な余裕を見込んで発表します。
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暴風警報に切り替える可能性
の高い「強風注意報」は、この
ように表示されます。
※最大24時間前

波浪注意報

発表

波が高まる最大12時間前に発表します。

１９日 ２０日

１２時 １５時 １８時 ２１時 ０時 ３時 ６時 ９時 １２時

昼過ぎ 夕方
夜の

はじめ頃
夜遅く 未明 明け方 朝 昼前

波浪注意報基準未満の期間 波浪注意報期間

＜波浪注意報の例＞

13

注意報の段階から警報に切り替える可能性が高い旨お知らせします。

警報・注意報の発表タイミング②

夜間・早朝に注意報基準に達する予想がある場合、

社会活動を考慮し、前日の夕方に注意報を発表します。

＜6時間以上先に警報が予想される場合＞

令和8年5月29日から変わります。



警報・注意報の解除タイミングと留意点

暴風警報を強風注意報に切り替えた場合
⚫風速20m/s以上の非常に強い風が吹き続ける場合がある。

⚫風の吹き方は絶えず強弱があり、最大瞬間風速は最大風速
の1.5倍程度になることが多い。

※注意報が継続している場合、警報の解除は、もう安心と
いう意味ではありません。引き続き十分な注意が必要です。

雨が止んだにも関わらず、大雨警報（土砂災害）が解除
されない場合
⚫土砂災害は、土壌中の水分量が多いほど発生の可能性が高く、何時間も前に
降った雨が影響して土砂災害が発生する場合もあります。それを見極めてから解除
します。

風速20メートル以上の風

・何かにつかまっていないと
立っていられない。

・飛来物によって負傷するおそ
れがある。

警報・注意報の基準を下回り、再び上回らないと判断した場合、解除又は
警報から注意報への切り替えを行います。
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➢ 気象情報の役割と種類

➢ キキクル

危険度分布など・・・

3．防災気象情報
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➢ 気象情報の役割と種類

➢ キキクル

危険度分布など・・・

3．防災気象情報
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気象情報の役割
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24時間から1週間程度先に災害に結びつくような激しい現象が発生する可能
性のあるときに発表します。

警報や注意報に先立って注意を喚起（予告的役割）警報や注意報に先立って注意を喚起（予告的役割）

警報や注意報を発表している間に、その利用価値を高め、防災対策への支援
をより効果的にするために、現象の推移や観測成果、防災上の注意事項など
を具体的にお知らせすることが必要であるときに発表します。

警報や注意報の補足的役割警報や注意報の補足的役割

「線状降水帯」というキーワードを使った「顕著な大雨に関する情報」、
「記録的短時間大雨情報」という情報を発表します。

顕著な大雨や記録的な短時間の大雨を観測したときの、
より一層の警戒呼びかけ

顕著な大雨や記録的な短時間の大雨を観測したときの、
より一層の警戒呼びかけ

警報を補足する情報としてキキクルがあります。また、大雨警報（土砂災
害）が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度が更に高まったときに、
市町村を特定して「土砂災害警戒情報」を沖縄県と共同で発表します。

市町村長の避難指示や住民の自主避難の判断を支援市町村長の避難指示や住民の自主避難の判断を支援



文章形式文章形式
図形式図形式

18

➢ 文章形式：注意警戒事項と今後の予想及び必要に応じて実況などを網羅して記述します。 

➢ 図形式：伝えるべき最も重要な点に絞り込んだ短い解説文や、説明を付した図（レーダー
画像等）で構成されます。

気象情報の種類：文章形式と図形式（大雨）



図形式図形式
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気象情報の種類：文章形式と図形式（台風）

文章形式文章形式



台風に関する情報（台風経路図）

20

台風や発達する熱帯低気圧の5日先までの予報を行っています。
台風接近時のタイムライン（防災行動計画）に沿った防災対応を
早い段階からより効果的に支援します。



台風に関する情報（暴風域に入る確率）
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5日（120時間）先までに台風の暴風域に入る確率の市町村等
をまとめた地域ごとの時系列図を6時間ごとに発表します。
時系列図は、下の図のように3時間ごとの値を示します。



線状降水帯による大雨の半日程度前からの呼びかけ
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「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすような、線状降水帯に

よる大雨の可能性がある程度高いことが予想された場合は、半日程度前から、

気象情報において、「線状降水帯」というキーワードを使って呼びかけます。

⚫ 線状降水帯発生の可能性は、全般気象情報、
地方気象情報、府県気象情報で言及します。

⚫ 沖縄県では、府県予報区単位で発表します。

⚫ 見出しのみの発表とすることもあります。 

大雨に関する沖縄地方気象情報第〇号
○年○月○日○○時○○分 沖縄気象台発表
＜見出し＞
沖縄本島地方では、○日夜には、線状降水帯が発生して
大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。
＜本文＞
…（中略）…

大雨に関する沖縄本島地方気象情報第〇号
○年○月○日○○時○○分 沖縄気象台発表
＜見出し＞
沖縄本島地方では、○日夜には、線状降水帯が発生して
大雨災害発生の危険度が急激に高まる可能性があります。
＜本文＞
…（中略）…

地方気象情報

府県気象情報



顕著な大雨に関する気象情報（線状降水帯）

顕著な大雨に関する情報の発表基準
現在、10分先、20分先、30分先のいずれかにおいて、以下の基準をす
べて満たす場合に発表します。 
① 解析雨量（5kmメッシュ）において前3時間積算降水量が

100mm以上の分布域の面積が500km2以上 
② ①の形状が線状（長軸・短軸比2.5以上） 
③ ①の領域内の前3時間積算降水量最大値が150mm以上 
④ ①の領域内の土砂キキクルにおいて土砂災害警戒情報の基準を実
況で超過（かつ大雨特別警報の土壌雨量指数基準値への到達割
合8割以上）又は洪水キキクルにおいて警報基準を大きく超過した
基準を実況で超過 

※ 上記①～④すべての条件を満たした場合に発表します。 
※ 情報を発表してから3時間以上経過後に発表基準を満たしている

場合は再発表するほか、3時間未満であっても対象区域に変化が
あった場合は再発表します。

顕著な大雨に関する情報が発表されたら
① 崖や川の近くなど、危険な場所にいる方は、市町村から発令されてい
る避難情報に従い、直ちに適切な避難行動をとる必要があります。

② 周りの状況を確認し、避難場所への避難が かえって危険な場合は、
少しでも崖や川から離れた建物や、少しでも浸水しにくい高い場所に
移動するなど、身の安全を確保する必要があります。

③ 市町村から避難情報が発令されていなくても、今後急激に状況が悪
化するおそれもあります。キキクル（危険度分布）や水位情報等の
情報を確認し少しでも危険を感じたら、自ら安全な場所へ移動する
判断が必要です。

顕著な大雨に関する気象情報（令和5年8月6日）

今後の雨（気象庁HP 令和6年8月6日）
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大雨による災害発生の危険度が急激に高まっている中で、線状の
降水帯により非常に激しい雨が同じ場所で降り続いている状況を「線
状降水帯」というキーワードを使って解説。



➢ 気象情報の役割と種類

➢ キキクル

危険度分布など・・・

3．防災気象情報
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大雨の例

25

沖縄本島

浸水キキクル 洪水キキクル土砂キキクル

大雨警報・洪水警報 
発表！

それぞれの災害に応じて、
どこで危険度が高まっている

のか確認できます
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キキクル（危険度分布）

危険度の高い場所確認危険度の高い場所確認



土砂キキクル 土砂キキクル土砂災害

警戒区域等を
重ね合わせ

ボタンで切替

ボタンで切替 26

キキクル（危険度分布）とハザードマップの重ね合わせ

➢ リアルタイムの大雨危険度と、自分が居る場所の危険性を同時に確認でき
るよう重ね合わせて表示できます。

➢ 住民の自主的な避難の判断や、市町村のより適切な避難情報の発令に活
用できます。

洪水浸水
想定区域を
重ね合わせ

洪水キキクル 洪水キキクル



27

キキクル（危険度分布）の色が持つ意味と住民等の行動例

それぞれの色の持つ意味や周囲の状況がどのようになるかを理解したうえで、

キキクル（危険度分布）を活用願います。

土砂災害の場合
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キキクル（危険度分布）の通知サービス

キキクルが示す５段階の危険度の変化を、警戒レベルを付してメールやスマ
ホアプリで伝えるプッシュ型の通知サービスを、気象庁の協力のもとで、複数の
民間事業者が実施しています。

➢ 自主的な避難の判断に活用できます。

➢ 離れた場所に暮らしている家族に避難を呼びかけることにも活用できます。



ご清聴ありがとうございました。

気象庁マスコット
“はれるん”

段階的に発表される防災気象情報を活用し
早めの防災対応・避難行動につなげるよう、
お願いいたします。
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➢ 高潮とは何か

➢ うねりとは

4．高潮高波に関する情報
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台風からのうねりには要注意

・台風が遠く離れていても危険！
・海岸付近で急激な高波！
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うねりとは

海上で吹いている風によって生じる波(風浪)が、風の吹かない
領域まで進んだり、海上の風が弱まったりするなどして、風に
よる発達がなくなった後に残される波を「うねり」と呼ぶ。
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この写真は安全な高台から撮影したものです

うねりは遠くまで伝わる

波しぶき
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浅瀬や磯際、リーフなど海岸で
急激な高波に！

台風から遠いので、
・天気も良く風も穏やかなときが多い
・夜は沖ではうねりが見えにくい

南大東島

沖合は一見、穏やか 沿岸域のうねり
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顕著なうねりが予想される場合は、日々
の予報で 「うねりを伴う」を付加します
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高潮とは何か？

-台風等の接近に伴う潮位の上昇-
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■人的被害

台風による高潮高波災害

■物的被害
・堤防など海岸構造物、港湾施設の損壊
・海岸線・道路の浸水・損壊
・船舶の衝突・乗り上げ・流出・転覆
・家屋、車両の浸水・損壊

夜間は被害が拡大するおそれ
早めの情報入手→対策が必要
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潮位観測情報
観測所以外の表示例

天文潮位（橙色）

推定の潮位（青色）

観測所の表示例

天文潮位（橙色）

実際の潮位（青色）

潮位偏差（青色）
＝実際の潮位－天文潮位

天文潮位：月や太陽の起潮力によって
生じる海面の昇降現象を予想した潮位

潮位偏差：天文潮位と気象などの影響
を受けた実際の潮位との差
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